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1. 概要

本書は、TINETをArmadillo240へ移植した際の変更内容、実装上の制約・条件を記載した文書である。

1.1. 適用範囲

本書は1.2

 REF _Ref214702022 \h 
動作環境を満たすシステムのみを対象としている。

1.2. 動作環境

ターゲットボード：Armadillo-240

対象OS：TOPPERS/ASP バージョン1.3.2

TCP/IPプロトコルスタック：TINETバージョン1.4
使用言語：C,C++

1.3. 参考ドキュメント

	ID
	文書名
	発行年月
	備考

	1
	TOPPERS新世代カーネル統合仕様書
	2008年8月8日
	

	2
	ITRON TCP/IP API仕様 Ver.1.00.01
	1998年5月
	

	3
	TOPPERS/JSP 用 TCP/IP プロトコルスタック
	2007年11月8日
	


1.4. 用語の定義

	ID
	用語・略号
	正式表記
	意味

	1
	コンフィグレータ
	－
	TINETのコンフィグレーションファイルをコンパイルするツール。

*.cfgのファイルを*.cまたは*.hに変換する。


2. 移植・変更内容一覧

TINETをターゲット実機Armadillo210/240に移植を行った。TINETは、バージョン1.4が一般公開されている。そのバージョンのTINETは、TOPPERS/JSP向けであるため、以下の対応を行った。

· TOPPERS/ASP向けに変更

· Armadillo240向けにポーティング

TOPPERS/JSPとTOPPERS/ASPは、大きく構成が変わっており、ヘッダファイルの種類、フォルダ構成，コンフィグ処理手順等に違いがある。そのため、TOPPER/ASP向けの変更として、以下の作業を行った。

· TOPPERS/ASPへの対応

· カーネル用ヘッダファイルの変更対応

· コンフィグ用ヘッダファイルの変更対応

· カーネルAPIの変更対応

· コンフィグレータのTOPPERS/ASPへの対応
TOPPERS/JSP本体とTOPPERS/ASP本体では、とパーサーの仕様が変更されている。コンフィグレータによる実行がエラーを回避するために改修を実施した。

· エンディアン定義の変更対応

· イーサネットドライバの新規作成

Armadillo210/240のハードウェア情報は、「TOPPERS/ASP移植変更詳細」を参照。

3. 実装における制約・条件

3.1. 動作条件について

本実機向けのイーサネットドライバは、イーサネット割込みを使用することを前提とする。送信完了割込みとデータ受信割込みを使用する。

イーサネットドライバ用のコンフィグレーションファイルに割込みハンドラを定義しており、ユーザからは割込みの設定を行う必要はない。イーサネットの割込み番号は、３９を使用している。

　また、イーサネットドライバで管理する送受信データとステータス情報は、キャッシュ不可領域に配置する必要がある。理由は、これらのデータがDAMを利用するためであり、本システムのCPUは、DMAからのキャッシュコヒーレンシには対応していないためである。

4. 移植内容詳細

4.1. カーネル用ヘッダファイルの変更対応

TOPPERS/ASPにおいて、ヘッダファイルの定義がTOPPRES/JSPから変更となった。その変更によりインクルードするファイル名が変わった。以下が変更する内容である。

· itorn.hの追加

· kernel.hの追加

· “s_service.h、t_service.h”から“t_syslog.h”に変更

· “kernel_id.h”から“kernel_cfg.h”に変更

例として以下のようにインクルードファイルが変わることになる。

	#include <s_services.h>

#include <t_services.h>

#include "kernel_id.h"


[image: image1.png]



	#include <itron.h>

#include <kernel.h>

#include <t_syslog.h>

#include "kernel_cfg.h"


4.1.1. 変更箇所一覧

	ファイル名
	備考

	net/ethernet.c
	－

	net/if.c
	－

	net/net_buf.c
	－

	net/net_count.c
	－

	net/net_subr.c
	－

	net/net_timer.c
	－

	netapp/dbg_cons.c
	· コンソール用のヘッダファイルもインクルード#include "syssvc/serial.h"
#include "syssvc/logtask.h"
· カーネルへのインクルードパスの記述変更

	netapp/net_cons.c
	コンソール用のヘッダファイルもインクルード

#include "syssvc/serial.h"
#include "syssvc/logtask.h"

	netapp/netapp_subr.c
	－

	netapp/ping.c
	－

	netapp/tcp_discard_cli.c
	－

	netapp/tcp_discard_srv.c
	－

	netapp/tcp_echo_cli.c
	－

	netapp/tcp_echo_srv1.c
	－

	netapp/wwws.c
	－

	netinet/if_ether.c
	－

	netinet/in_subr.c
	－

	netinet/ip_icmp.c
	－

	netinet/ip_input.c
	－

	netinet/ip_output.c
	－

	netinet/tcp_input.c
	－

	netinet/tcp_output.c
	－

	netinet/tcp_subr.c
	－

	netinet/tcp_subr_cs.c
	－

	netinet/tcp_subr_nc.c
	－

	netinet/tcp_timer.c
	－

	netinet/tcp_usrreq.c
	－

	netinet/udp_input.c
	－

	netinet/udp_output.c
	－

	netinet/udp_subr.c
	－


4.2. コンフィグ用ヘッダファイルの変更対応

4.2.1. 表記変更対応

コンフィグファイル内において、ヘッダファイルのインクルード方法が以下の表記に変更

INCLUDE　→　#include

例：INCLUDE(“<tinet_defs.h>”);

          ↓

   #include <tinet_defs.h>

また、コンフィグレーションファイルのインクルード方法が以下のように表記に変更

#include　→　INCLUDE

例：#include “tinet_kern.cfg”
         ↓

   INCLUDE(“tinet_kern.cfg”);

4.2.2. 型定義の変更対応

TOPPERS/ASP では、カーネル内で定義している型がTOPPERS/JSPから変更となった。型の変更により、そのままでは、コンパイルが通らないが、itorn.hをインクルードすることにより、TOPPERS/JSP用の型も使用することが可能になった。

4.2.3. 静的API内の#ifdef表記変更対応

静的APIにおいて、＃ifdefでコードを分ける際に、静的API内に記述することが出来なくなった。その変更により静的APIの引数単位ではなく、静的API本体単位で#ifdefを表記する必要がある。

例：

	CRE_TSK(TCP_DISCARD_CLI_TASK, {


TA_HLNG|TA_ACT,
#ifdef USE_TCP_EXTENTIONS


0,

#else


TCP_DISCARD_CLI_CEPID,

#endif

tcp_discard_cli_task,


TCP_DISCARD_CLI_MAIN_PRIORITY,


TCP_DISCARD_CLI_STACK_SIZE,


NULL


});



	#ifdef USE_TCP_EXTENTIONS

CRE_TSK(TCP_DISCARD_CLI_TASK, {


TA_ACT,


0,


tcp_discard_cli_task,


TCP_DISCARD_CLI_MAIN_PRIORITY,


TCP_DISCARD_CLI_STACK_SIZE,


NULL


});

#else

CRE_TSK(TCP_DISCARD_CLI_TASK, {


TA_ACT,


TCP_DISCARD_CLI_CEPID,


tcp_discard_cli_task,


TCP_DISCARD_CLI_MAIN_PRIORITY,


TCP_DISCARD_CLI_STACK_SIZE,


NULL


});

#endif


4.2.4. 静的APIの属性の記述

TOPPERS/ASPにおいて、静的APIに値が０となる属性を記述する必要がなくなった。記述している場合コンパイルエラーとなる場合があるため、その属性の記述を無くした。

例：以下では、TA＿HLNGを削除

	CRE_TSK(WWW_SRV_TASK2,  {


TA_HLNG | TA_ACT,


WWW_SRV_CEPID2,


www_srv_task,


WWW_SRV_MAIN_PRIORITY,


WWW_SRV_STACK_SIZE,


NULL


});



	CRE_TSK(WWW_SRV_TASK2,  {


TA_ACT,


WWW_SRV_CEPID2,


www_srv_task,


WWW_SRV_MAIN_PRIORITY,


WWW_SRV_STACK_SIZE,


NULL


});


4.2.5. コンフィグファイルのインクルードパス対応

コンフィグレーションファイルのパスをTOPPRS/ASPのフォルダからのパスとしているために、コンフィグレーションファイル内に記述されているパス名を変更した。

例：

#include "net/net.cfg"
      ↓

INCLUDE("../tinet/tinet/net/net.cfg");
4.2.6. 変更箇所一覧

	コンフィグファイル名
	対応

	tinet.cfg
	表記変更対応

	
	型定義の変更対応

	
	コンフィグファイルのインクルードパス対応

	net/ethernet.cfg
	38～39行の以下の表記変更対応

INCLUDE(“<net/if_arp.h>”);

INCLUDE(“<net/ether_var.h>”);

	net/net.cfg
	38～43行の以下の表記変更対応

INCLUDE(“<net/if.h>”);

INCLUDE(“<net/if_ppp.h>”);

INCLUDE(“<net/if_loop.h>”);

INCLUDE(“<net/
thernet.h>”);

INCLUDE(“<net/net_buf.h>”);

INCLUDE(“<net/net_timer.h>”);

	net/ppp.cfg
	38行の以下の表記変更対応

INCLUDE(“<net/ppp_var.h>”);

	netapp/tcp_discard_cli.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/tcp_discard_srv.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/tcp_echo_cli.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/tcp_echo_srv1.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/tcp_echo_srv2.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/udp_discard_cli.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/udp_echo_cli.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/udp_echo_srv.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	netapp/wwws.cfg
	静的API内の#ifdef表記変更対応

	
	静的APIの属性の記述

	netinet/ip.cfg
	38～40行の以下の表記変更対応

INCLUDE("<netinet/in.h>");

INCLUDE("<netinet/ip.h>");

INCLUDE("<netinet/ip_var.h>");

	netinet/tcp.cfg
	38～40行の以下の表記変更対応
INCLUDE("<netinet/tcp.h>");

INCLUDE("<netinet/tcp_timer.h>");

INCLUDE("<netinet/tcp_var.h>");

	netinet/udp.cfg
	38行の以下の表記変更対応
INCLUDE("<netinet/udp_var.h>");

	netinet6/ip6.cfg
	38～40行の以下の表記変更対応

INCLUDE("<netinet6/in6.h>");

INCLUDE("<netinet/ip6.h>");

INCLUDE("<netinet6/ip6_var.h>");


4.3. カーネルAPI対応

TOPPERS/ASPでは、固定長メモリプールの生成用の静的APIであるCRE_MPFの引数が、TOPPERS/JSPから変更になりました。

『void * mpfmb 固定長メモリプール管理領域の先頭番地』の引数追加により、コンフィグファイル内で呼ばれているCRE_MPFの修正を実施。

4.3.1. 変更箇所一覧

	コンフィグファイル名
	対応

	net/net.cfg
	CRE_MPFの引数変更対応

	netapp/wwws.cfg
	CRE_MPFの引数変更対応

	netinet/ip.cfg
	CRE_MPFの引数変更対応

	netinet6/ip6.cfg
	CRE_MPFの引数変更対応


4.4. コンフィグレータのTOPPERS/ASPへの対応

TINETのコンフィグレータはtinetフォルダ以下にあるtinet.cfgのコンフィグレーションを行う。しかし、コンフィグレータが出力するファイルがTOPPRES/ASPに対応していないために、コンパイルにてエラーが発生する。コンパイルエラーの理由は、TOPPERS/ASPにて定義されていないファイルが、コンパイル対象のファイルに記述されていいるからである。（TOPPERS/JSPには定義されている）

これを回避するために、TINETのコンフィグレータを改修することとした。

変更箇所は、tinet/cfg/tinet_parser.cppであり、内容は以下である。

· 946～948行を削除し、以下を追記

	// TOPPERS/ASP対応

(*out) << "#include <itron.h>\n";

(*out) << "#include <kernel.h>\n";

(*out) << "#include <t_syslog.h>\n";

(*out) << "#include \"kernel_cfg.h\"\n";


4.5. エンディアン定義の変更対応

TOPPERS/JSPでは、エンディアンの定義を以下のように数値で定義していた。

#define SIL_ENDIAN_LITTLE 0

#define SIL_ENDIAN_BIG    1

· ビッグエンディアンを定義する場合
#define SIL_ENDIAN SIL_ENDIAN_BIF

· リトルエンディアンを定義する場合
#define SIL_ENDIAN SIL_ENDIAN_LITTLE
TOPPERS/ASPでは、数値定義ではなくなり、マクロ定義に変更になった。

· ビッグエンディアンを定義する場合
#define SIL_ENDIAN_BIG
· リトルエンディアンを定義する場合
#define SIL_ENDIAN_LITTLE
4.5.1. 変更箇所一覧

	ファイル名

	net/net.h

	net/net_subr.c

	netinet/icmp6.h

	netinet/in_subr.c

	netinet/ip6.h


4.6. イーサネットドライバの新規作成

TINETイーサネットドライバをArmadillo-210,240のCPUであるEP9307に対応した。対応内容の概要は以下である。

· CPUアライメントの定義を“４”に設定

· MII用の外部トランシーバ（PHY）の実装

· EP9307のイーサネットデバイス向けに実装

4.6.1. 追加ファイル名

	フォルダ名
	ファイル名

	config/ep93xx
	tinet_cpu_config.h

	
	tinet_cpu_defs.h

	
	tinet_sys_config.h

	
	tinet_cpu_config.c

	
	Makefile.tinet

	tinet/netdev/if_ep93xx
	tinet_nic_defs.h

	
	tinet_nic_config.h

	
	nic_rename.h

	
	if_ep93xxreg.h

	
	if_ep93xx.h

	
	i2c_eeprom.h

	
	if_ep93xx.c

	
	i2c_eeprom.c

	
	nic.cfg

	
	Makefile.tinet


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































テーブル取得















































ヘッダ情報取得
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